
  

　

８
月
23
日(

日
）、
義
肢
装
具
士
の
皆
様
へ

向
け
て
の
第
５
回
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
「
一
般
社
団
法
人 

運
動

神
経
良
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、
同
社

団
）
」
代
表
で
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
の
福
島
八
枝
子
氏
を
お
迎
え
し
て
、
『
ス

ポ
ー
ツ
医
学
研
究
を
通
し
て
見
え
た
予
防
医
学
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れ
ま
で
の
価
値
観

が
崩
れ
去
る
ほ
ど

の
疑
念
を
抱
く
よ

う
に
な
り
、
以
来
、

手
術
し
な
く
て
も

治
せ
る
方
法
を
学
べ
る
場
所
探
し
が

始
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
け
れ
ど
も
、

国
内
に
は
該
当
す
る
専
門
分
野
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
や
が
て
関
心
は

自
ず
と
国
際
学
会
へ
。

　

そ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
の
い
く
つ
か

の
大
学
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
と
こ

ろ
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
病
院
と
の
奇
跡
的

な
ご
縁
が
あ
り
、
同
学
Ｐ
Ｍ
＆
Ｒ
科
で
は
日
本

人
初
と
な
る
医
学
研
究
者
と
し
て
採
用
さ
れ
、

２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
約
３
年

間
を
ア
メ
リ
カ
の
地
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
様
々
な
機
器
に
よ
る
診
断
方
法

が
あ
る
中
で
、
超
音
波
（
エ
コ
ー
）
に
よ
る
診

断
の
優
位
性
を
明
ら
か
に
し
た
自
身
の
研
究
で

は
、
２
０
１
８
年
度
米
国
Ａ
Ｍ
Ｓ 

Ｓ
Ｍ 

Ｆ
ｏ

ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
「
Ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ 

Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ 

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
」
を
受
賞
さ
れ
る

な
ど
、
更
な
る
実
績
を
残
し
、
帰
国
後
は
、〝
日

本
版
Ｐ
Ｍ
＆
Ｒ
″
を
目
指
し
、
超
音
波
ガ
イ
ド

下
注
射
を
メ
イ
ン
に
運
動
器
超
音
波
診
療
を
行

う
傍
ら
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
す
る
Ｐ
Ｔ
陣

と
同
社
団
の
発
足
な
ど
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
視
点
～
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
の
学

び
か
ら
～
』
と
題
し
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
関
西
、
幼
少
期
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
学
生
時
代
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
試
合
中
に
怪
我
を
負
っ
た
こ
と
を
契

機
に
〝
ス
ポ
ー
ツ
の
お
医
者
さ
ん
″
を
志
す
よ

う
に
。
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
日
本
の
大
学
の

医
学
部
を
卒
業
し
、
整
形
外
科
医
と
し
て
研
鑽

す
る
日
々
も
10
年
余
り
経
っ
た
頃
、
ふ
と
手
術

で
は
解
決
出
来
な
い
症
状
が
あ
る
こ
と
に
、
そ
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【
第
５
回
】

Ｉ
Ｐ
Ｗ
（
専
門
職
連
携
）
の
可
能
性
を
探
る

～
経
験
知
と
具
体
的
事
例
か
ら
～
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海
外
の
多
く
の
国
で
は
既
に
そ
の
地
位
を
確

立
し
て
い
る
「
足
病
医
」
や
Ｐ
Ｍ
＆
Ｒ
科
の
存

在
し
な
い
国
・
日
本
に
つ
い
て
の
欧
米
と
の
制

度
や
文
化
面
等
か
ら
の
比
較
を
通
し
て
、
同
じ

く
極
め
て
専
門
性
の
高
い
職
業
の
ひ
と
つ
で
あ

る
義
肢
装
具
士
に
は
今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
が

望
ま
れ
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
診
療
経

験
の
中
か
ら
様
々
な
具
体
的
症
例
を
挙
げ
て
、

と
て
も
平
易
に
解
説
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
「
（
そ
も
そ
も
）
私
た
ち
の

人
生
の
目
的
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
日

常
生
活
に
あ
っ
て
つ
い
置
き
去
り
に
し
て
し
ま

い
そ
う
に
な
る
根
源
的
な
問
題
を
提
起
さ
れ
、

三
者
三
様
、
様
々
な
方
法
で
、
ま
ず
目
の
前
に

い
る
ひ
と
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
か
ら
、〝
キ

ラ
ッ
キ
ラ
に
生
き
る
サ
ポ
ー
ト
″
を
、
と
い
う

ア
イ
デ
ア
に
、
ブ
レ
な
い
意
思
の
強
さ
が
自
ず

と
物
事
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
お
話
で
し
た
。

【
特
集
】
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
報
告

【
第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
報
告
】

in
神
戸
医
療
福
祉
専
門
学
校 

三
田
校

『
整
形
靴
学
科
は
今
後
花
形
産
業
に
な
る
！
』

　

８
月
26
日(

水
）、
神
戸
医
療
福
祉
専
門
学
校 

三
田
校
整
形
靴
学
科
の
学
生
の
皆
さ
ん
へ
向
け

て
、
２
回
目
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

弊
社
で
は
、
昨
年
７
月
、
兵
庫
県
三
田
市
に

あ
る
神
戸
医
療
福
祉
専
門
学
校 

三
田
校
（
以
下
、

題
し
て
、
弊
社
代
表
荒
山
に
よ
る
世
情
分
析
や
、

弊
社
の
15
年
に
及
ぶ
取
り
組
み
の
紹
介
、
今
後

の
展
望
の
他
、
弊
社
営
業
中
村
に
よ
る
動
画
を

多
用
し
た
弊
社
取
扱
機
器
の
紹
介
や
導
入
実
績

を
通
し
て
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
従
来

の
ア
ナ
ロ
グ
的
な
ス
キ
ル
（
感
覚
値
）
に
デ
ジ

タ
ル
技
術
（
数
値
化
）
の
要
素
を
取
り
込
め
る
〝
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
″
な
人
材
で
あ
る
と
結
論
し
、
学

生
た
ち
の
未
来
を
照
ら
し
ま
し
た
。

情
を
鑑
み
、

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
の

開
催
と
な
り

ま
し
た
。　

　

『
整
形
靴

学
科
は
今
後

花
形
産
業
に

な
る
！
』
と

オンラインセミナー集合写真

福島 八枝子 氏

三
田
校
）
を
訪
問
し
、
義
肢
装
具
士
を
目
指
す

学
生
た
ち
を
前
に
、
弊
社
機
器
を
用
い
た
計
測

会
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
第
２
回
目
の
企
画
と
し
て
、
世

　

そ
の
他
、
弊
社
研
究
員
ア
ヘ
ゴ
に
よ
る
「
Ｊ

Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
（
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ 

Ｍ

ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ 

Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ

ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
＝
日
本
・

ア
フ
リ
カ
医
療
の
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
」

の
紹
介
や
、
弊
社
関
連
会
社
マ
ド
ッ
ク
の
執
行

役
員
瀧
本
に
よ
る
「
Ｍ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｏ
ｔ 

ｓ
ｔ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
泉
大
津
店
（
大
阪
府
泉
大
津
市
）
」

を
活
動
拠
点
と
し
た
同
市
と
の
官
民
連
携
事
業

「
あ
し
ゆ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
等
、

今
後
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
需
要
が
高

ま
っ
て
い
く
と
予
測
さ
れ
る
健
康
産
業
の
未
来

は
益
々
明
る
い
と
、
様
々
な
角
度
か
ら
導
き
出

し
た
提
言
に
よ
り
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
弊
社
取
締
役
川
合
に
よ
る
保
険
適

応
外
事
業
の
可
能
性
の
実
例
と
し
て
、
弊
社
展

開
事
業
「
Ｍ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｏ
ｔ 

ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

の
紹
介
や
弊
社
執
行
役
員
成
毛
に
よ
る
弊
社
開

発
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
フ
ル
オ
ー
ダ
ー
イ
ン

ソ
ー
ル
製
作
の
実
演
動
画
紹
介
な
ど
、
専
門
職

連
携
の
可
能
性
に
繋
が
る
内
容
を
ご
提
案
致
し

ま
し
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
の
次
回
開
催
は
、
９
月

26
日
（
土
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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義肢装具士の未来
【現役学生はこう考える（不定期掲載①）】

『 安全靴における 3 次元形状
カスタムインソールの評価

：足底圧分布分析 』

アドゥアヨム・アヘゴ・アクエテビ（弊社研究員）

【紹介】日々の研究、ほんのひとコマ

【前書き】

　産業労働環境下における怪我防止のために、従業員は長時間（１日 8 時間以上）安全靴を履く必

要がありますが、それにより、筋骨格系の愁訴の発生を増加させる可能性があります。Johnson 氏
1) は、職業靴に関する以前の研究で、習慣的に、安全な靴・正しくフィットしない靴・間違った靴

を履いて固い床の上で長時間立ったり歩いたりすることが、足の問題の主な原因であり、これらの

不安定な安全靴は、作業中に疲労や転倒を引き起こす可能性があると述べています。産業労働環境

下において、落下のリスクを低減・防止するには、安全靴の安定性を考慮する必要があります。こ

の研究の目的は、フルカスタムインソール（Dream GP Inc. Japan）を備えた安全靴における工

業用床の歩行および足底圧分布に対する影響を評価することでした。

【方法】

　72 人の労働者（52 人の男性と 20 人の女性、年齢：48.2 ± 10.5 歳、身長：165 ± 3.9 cm

、体重：66.9 ± 11.5 kg）が研究に参加しました。カスタムインソールは、各参加者の足の三次

元形状に基づいて製作されたもので、既成のインソールを装備した安全靴とカスタムインソールを

装備した安全靴（以下、新旧の安全靴）は、Footscan プレッシャープレート（Rsscan、ベルギー

）を使用し、歩容データを含め、6 か月間に渡り収集され、対応のある t 検定を実行して、3 つの

解剖学的足領域（前足、中足、後足）の 6 か月間の新旧の安全靴の最大圧力を比較しました。

【結果】

異なるゾーンで評価された最大足底圧は、新しい安全靴を着用し続けた 6 か月の間に有意な値を示

し、かかとからつま先まで、古い安全靴はより高い圧力と力を示し、三次元形状データにより製作

したカスタムインソールを備えた新しい安全靴は、最大の足底圧を大幅に低下させることが確認さ

れました（図 1）。

図 1：2 つの履物間の足領域のピーク圧力の比較

* p <0.001

【結論】

私たちの研究では、前足（指節と中足骨）、中足、後足の

3 つの領域で足を解剖学的に分析しました。この産業労働

環境で評価された Dream GP インソールは、足底圧分布に大きな影響を与えます。新しい安全靴の

着用下に観察された圧力の低下は、古い安全靴の状態と比較して、より広い表面に明確に分布して

いるためと推測できます。また、新しい安全靴のインソールの効果は、歩行の推進段階で横方向に

身体を安定させる傾向があります。 三次元形状データによりカスタマイズされたインソールを使用

すると、歩行の快適性と安定性が向上するため、産業労働環境下における疲労、怪我、落下を防止

できます。これらの結果は、産業環境労働者のための 3D インソールと靴の設計におけるガイダン

スとなるかもしれません。

【参考文献】

1）ジョンソン J.Footwear alleviates aches, fatigue through better fit, shock absorption. 

Occup Health Saf 1994; 63: 68-69.  

→
原
文
は
こ
ち
ら
か
ら
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義
肢
装
具
士
は
長
ら
く
、
チ
ー

ム
医
療
に
参
加
し
に
く
い
現
状
が

あ
る
と
聞
く
。
義
肢
装
具
士
が
病

院
で
常
勤
す
る
こ
と
は
稀
で
あ

り
、
所
属
す
る
義
肢
装
具
会
社
か

ら
訪
問
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
為
、
〝
外
部
業
者
″
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
理

由
の
ひ
と
つ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

け
れ
ど
も
、
本
来
の
義
肢
装
具
士
の
役
割
は
、

義
肢
装
具
を
通
じ
て
、
〝
医
療
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
″
、
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
と
連
携
し

な
が
ら
疾
患
の
治
療
に
関
わ
り
、
そ
れ
を
必
要

と
す
る
方
々
の
日
常
生
活

や
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と

義肢装具士の皆様へ

【演 題】

第 6 回

『導入のキッカケ、選ばれたワケ

～弊社システム導入企業様ここだけの話～ 」

Zoom 利用による無料オンラインセミナー
【日 時】2020 年 9 月 26 日 ( 土 ) 

14：00 ～ 16：00

【お申込み・お問合せ】  ※お申込み期限：9 月 24 日（木）

㈱ドリーム・ジーピー
TEL：06-4708-4877 ／ FAX：06-4708-4879

主 

催

１．14：00 ～ 14：10　ご挨拶　荒山元秀（弊社代表）

２．14：10 ～ 15：20

      パネルディスカッション

　　『導入のキッカケ、選ばれたワケ ～弊社システム導入企業様ここだけの話～ 』

　    登壇者：国枝 毅士 氏（有限会社 中部義肢）

　　　　　　 三輪 和弘 氏（東名ブレース株式会社 工場長）

　　 　　　　　　　　　　～～～～～～～　休憩（15：20 ～ 15：30）～～～～～～～

３．15：30 ～ 15：45

　　●㈱ドリーム・ジーピー東京支社からライブ実演『足底板設計ソフト‟インソールＧ”のご紹介 』　

    　講師 : 成毛喜男（弊社執行役員）

４．15：45 ～ 15：55　『11 月 26 日〆切！ ものづくり補助金申請について』  

　　 講師：中村 美穂（弊社営業）

５．15：55 ～ 16：00　質疑応答

・「氏名（ふりがな）、貴社名、所属名・役職、電話番号、メールアドレス」
をご用意の上、ＦＡＸまたは E-mail にてお申し込みください。
　セミナー当日、お伺いしたメールアドレスへ専用ＵＲＬを送信致しますの
で、そちらをクリックしてご参加下さい。E-mail：info@dreamgp.jp

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

　

医
療
連
携
を
効
率
化
す
る
に
は
、
例
え
ば
医

療
従
事
者
間
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
情
報
共
有
の

為
に
、
電
子
カ
ル
テ
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

何
よ
り
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
で
繋
げ
た
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
や
ス
キ
ャ

ナ
ー
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
等
を
利
用
し
て
義
肢
装

具
の
製
作
を
効
率
化
す
れ
ば
、
そ
こ
で
出
来
た

時
間
を
患
者
さ
ん
や
医
療
従
事
者
と
の
一
層
深

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
費
や
す
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
そ
の
積
み
重
ね
は
や
が
て
、
従
来

の
「
義
肢
装
具
士
＝
外
部
業
者
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
覆
す
大
き
な
、
か
つ
、
確
実
な
一
歩
と
な

り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。

　

日
本
で
一
刻
も
早
く
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入

し
た
義
肢
装
具
製
作
が
普
及
す
る
こ
と
を
望
む
。

三輪 和弘 氏国枝 毅士 氏

～チーム医療における現状と提案～

神戸医療福祉専門学校 大塚謙吾さん

「インソール G」設計画面


